
朝日新聞の日曜の書評欄を毎週楽しみにしているが，先日
紙面を開いて永田さんの写真が目の前に現れて驚いた．

この岩波新書が「著者に会いたい」というコーナーで取り上げ
られていたのだ．
　かように本書の刊行は、研究にそれほどなじみのない一般
の方々への「タンパク質の一生」の浸透に大きく役立つに違い
ない．生命科学，タンパク質に興味のある人たちだけにとどま
らず，歌人としても知られる著者が執筆したということで手に
取る人も多いようである．実際，朝日歌壇において，本書を引
用した短歌が（著者以外の選者により）採択されていた．
　内容は，このニュースレターを読んでいる多くの方にはなじ
みの深いものであろう．章立てを見ると，「タンパク質の住む世
界」，「誕生」，「成長」，「輸送」，「輪廻転生」，「タンパク質の品
質管理」，と，本領域で必須の項目がもれなく並んでいる．た
だ，最初の２つの章は，生命科学にふだん触れていない方のた
めに，「一生」の一部という形式を取りながら，実際には，分子
生物学，細胞生物学の基本についてコンパクトにまとめた内容
にもなっている．
　「タンパク質の一生」分野の全体像を簡単に知りたい分野外
の研究者にもうってつけの本であるが，当該分野のプロでも読
む価値は十二分にある．研究者向けの本にはふつうは書かない
著者の主観的な記述が随所に読めるのがうれしい．また，縦書き

が新鮮だ．長らくGroELの研究に携わ
っているが，縦書きの「G r o E L」の作
用機構を読むと新たな気持ちになった．
　評者自身のことで言うと，学部生の
講義などで自分の研究についての参
考文献を紹介したいと思っても，なか
なか適切なものがなかったが（関連書
籍はいくつもあるが，数千円もする本は気が引ける），岩波新書
ということで気軽に推薦できるのはありがたい．
　さらに言えば，「タンパク質の一生」の研究の拡がりを反映し
て，本書の内容は実に多岐にわたる．当然，用語も多数出てく
るのだが，本書には用語集のようなものや索引はない．そのよ
うな際には，以下の「キーワード：蛋白質の一生」を手元に置い
ていただければ完璧であろう注（と，「気が引ける」方の編者の一
人として宣伝・・・）．

（田口　英樹）

注：amazon.comでは，ある本を検索すると，「あわせて買いたい」と購買意欲をかき立てるの
であるが，本書ではなんと「いま哲学とはなにか」（岩田靖夫著，岩波新書）と出てきて驚い
た．「一生」をつきつめて考えていくと哲学に至るのであろうか．ということで，「タンパク質の
一生」→「タンパク質の社会」という流れとは別のベクトルとして，「タンパク質の哲学」．う～
ん，深い．深すぎて，どんな研究なのかさっぱりわからない・・・．（蛇足ついでに，amazon
の「この本を買った人はこんな本も買っています」で何が出てきたか紹介しよう．いくつか出て
くるが，「生物と無生物の間－ウイルスの話」が出てきた．巷で話題の「生物と無生物のあい
だ」（福岡伸一著，講談社現代新書）かと思いきや，そうではない．今から５０年も前の1956
年に川喜田愛郎氏が岩波新書でこのようなタイトルの啓蒙書を出していたのである．知らな
かったが，この本が引っ掛かってくるところが渋すぎる．）

永田 和宏（著）（岩波書店）（2008年6月刊行）

「タンパク質の一生　―生命活動の舞台裏―」（岩波新書）

本書は，本特定領域のコアメンバーが中心となって関連分
野のキーワードをピックアップし，それぞれの項目の専

門家に執筆を依頼した「事典」である．キーワード数185（総
執筆者86名）からなり，キーワード各項目は１ページ（一部の
重要項目は２ページ）にきちんと収まっているため，短時間で
読みやすく，知りたいことをすぐに知ることができる．より詳し
く知るための文献も３編程度なのもあれこれ迷わずにすむ．ま
た，すべてのキーワードに解説図がフルカラーで付いているの
も理解を助ける．

　ところどころで現象や蛋白質に関して
のエピソードも見受けられるし，執筆者による個性を読み取る
のも楽しい．願わくは，執筆者による項目一覧があればよかった
（と，編者の一人が今さら言うのも申し訳ないが）．
　なお，ニュースレター前号でも刊行予定として本書を紹介し，
その中で，「付録として図版がCD-ROMで添付される予定」，と
書いたが，刊行直前になって中止となってしまった．その点は
残念である．

（田口　英樹）　　
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